
第８回 ＴｗｅｌｌＶ 放送番組審議会 議事概要 

 

 

１．開催年月日 2011年 3月 28日（月）16：00～17：00 

 

２．開催場所  ワールド・ハイビジョン・チャンネル株式会社 

        プレゼンテーションルーム 

３．出席者      

出席委員：  

委員長   石田 寛人（金沢学院大学・短期大学 名誉学長） 

副委員長  勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委員    菅谷 実（慶応義塾大学 教授） 

委員    古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委員    山下 東子（明海大学 教授） 

委員    伊藤 佳子（プロゴルファー） 

 

    会社側出席者：    

  社 長      室谷 達範 

  編成・営業本部長 森田 博人 

  事務局      尾上 一也、中林 裕士 

         

４．議題  

議題 1  放送番組審議会規程の改定について 

議題 2  2011年 4月以降の編成内容について 

議題 3  審議番組「GUITAR  STORIES」、「松尾貴史の落語 BAR」について 

    

５．議事の概要 

  石田委員長の議事進行で、議題 1 の放送番組審議会規程改定の趣旨及びその内容につ

いて説明が行われた後、全員一致で改定案が承認された。議題 2 については、編成・営

業本部長森田より 4 月以降の編成内容についての説明を行い、意見・感想の交換が行わ

れた。その後、議題 3 の審議番組の「GUITAR  STORIES」、「松尾貴史の落語 BAR」につい

ての合評が行われた。 



６．委員からの講評 

  【2011年 4月以降の編成内容について】 

・ TwellVの最近の番組は、良い番組や見たい番組が増えてきた印象がある。 

・ 最近では他局でもドキュメンタリーの番組に力をいれて質の高い番組作りをして

いるので、TwellVでも是非注力して頂きたい。 

 

【審議番組に関して】 

① 「GUITAR  STORIES」について 

・  ギターに関しては全くの素人なのだが、印象が良かった。 

・ シリーズ番組としては、とても良い企画だと思う。20 回で放送終了ではなく、も

っと続けられるのではないか。 

  特に、ギタリスト本人の人物像がクローズアップされたり、過去の時代背景につ

いての描写があって良かった。 

・ ギター教室のような見せ方は不自然な印象を受けたので、もう少し工夫があって

もよかったのではないか。 

・ かなり専門的なところにテーマを絞った結果として、素人が楽しむには難しいと

思うが、コアなファン層を狙った企画ならやむを得ないところだろう。 

・ 番組としては、非常に面白かった。特に、アーティストの裏話的な部分だけがク

ローズアップされるのではなく、演奏の部分もきちんと見せていた点が独自性を

アピールすることに繋がるのではないか。 

 

② 「松尾貴史の落語 BAR」～Side A & Side B～について 

・ 落語家の高座と普段のトークとの Side A & Side B という番組仕立てで、本来の

落語だけでなく、裏話的な話も聞けて楽しめた。ただ、立川志の輔さんの BAR で

のトークの後に、脈絡なく若手の落語家さんの高座が続いたので違和感があった。 

・ 落語は非常に面白かったのだが、90分番組だと長すぎる印象がある。 

60分程度がちょうどよかったのではないか。 

・ 出演していた若手の落語家さんは、司会の松尾貴史さんの推薦によるものだそう

だが、番組の中でその点にも触れておけば良かったのではないか。 

                                                                        以 上 


